
1 年齢

2 居住地

①根室管内 ②北海道内 ③北海道外

⑥50～59歳⑤40～49歳

⑧70歳以上⑦60～69歳

④30～39歳

第３回　北方領土問題や啓発活動に関するアンケート調査結果

①中学生以下

調査期間：R5.4.1～R7.3.31（回答数52件)

②20歳未満（中学生以下を除く） ③20～29歳

①根室管内
22

②北海道内
11

③北海道外
19



3 「北方領土問題」について関心がある

4 北方領土問題について知っていることを選択してください

①北方領土をめぐる問題について、よく分かっている

②北方領土をめぐる問題について、大まかな内容が分かっている

③北方領土の４つの島の名前が分かる程度

④「北方領土」という言葉を聞いたことがある程度

⑤よく分からない

①とても関心がある ②少し関心がある ③どちらでもない

⑤全く関心がない④あまり関心がない

①とても関心がある
27

②少し関心がある
20

③どちらでもない
3

④あまり関心がない
2

32%

58%

6%

4%

北方領土をめぐる問題について、よく分

かっている
北方領土をめぐる問題について、大まかな

内容が分かっている
北方領土の４つの島の名前が分かる程度

「北方領土」という言葉を聞いたことがあ

る程度
よく分からない



5 ｢北方領土｣及び｢北方領土問題｣について何から知りましたか？（５個まで選択可）

⑩「エリカちゃん」を通して

⑦家族、知人 ⑨街角モニター、ビジョン、看板

⑫映画「ジョバンニの島」を通して

④ＳＮＳ(Twitter,Facebook,Instagram)

①テレビ、新聞 ②ホームページなど ③学校の授業

⑥本、雑誌⑤Youtubeなどの動画配信

⑧ポスター、パンフレットなどの印刷物

⑪ｼﾝﾎﾞﾙの花「千島桜」を通して

⑭元島民などの体験談を聞いて

⑰その他⑯知らなかった

⑬広報・啓発イベント ⑮よく知らないが、知っている



6

7

⑥北方四島交流等事業

参加したことのある活動は？（５個まで選択可）

③標語などへの応募

⑨その他

①署名活動

④イベント参加

⑦ＳＮＳ投稿

②各種コンテストへの応募

⑤研修会、講演会

⑧動画配信

今後、北方領土返還要求に関する啓発活動に参加してみたいと思いますか？

①積極的に参加したい

④あまり参加したくない

②機会があれば参加した

⑤参加したくない

③どちらとも言えない

①積極的に参加したい
16%

②機会があれば参加したい
47%

③どちらとも言えない
31%

⑤参加したくない
6%

④あまり参加したくない
0%



①TVや新聞などの報道 ②広報や啓発などのイベント ③学校教育の充実

④ホームページの充実 ⑤ＳＮＳによる発信 ⑥Youtubeなどの動画配信

⑦映画、アニメ、漫画 ⑧元島民などの体験談を聞く機会 ⑨その他

8
今後、多くの方々に北方領土問題に関心を持ち、理解を深めてもらうには、どのような取組が効果的だと思いま
すか？（３個まで選択可）



9

1 北海道外 50～59歳

2 北海道内 40～49歳

3 北海道外 20～29歳

4 北海道外 30～39歳

5 北海道内 50～59歳

6 北海道外 30～39歳

7 北海道内 50～59歳

8 北海道内 50～59歳

9 北海道内 中学生以下

10 北海道外 中学生以下

11 北海道内 50～59歳

12 根室管内 50～59歳

13 北海道内 40～49歳

14 根室管内 20～29歳

15 北海道外 30～39歳

（コメント総数20件）

現在のロシアが道理や人情の通じる国家でないことは、今般のウクライナ侵攻から
も明らかであると思う。
北方領土返還の対価として、相当な利益を示す以外に解決は難しいのではないか。

経緯や心情は理解できますが、永年経過が変わらないのと、いがみあいだけが続い
ていると思うので、折り合いをつけて何かで和解できることはないですか？

この度、都内から初めて国後島の展望台に訪れたのですが、実際に見て「近くて遠
い」を痛烈に感じました。
若輩者の私ですら、悲しい気持ちになってしまうほどです。実際に奪われた方々の
気持ちを考えると、その悲しみは計り知れません。
１日でも早く、故郷の地を踏めることを祈っております。

返還要求運動へのご意見や、元島民の方々へのメッセージなど、ご自由にご記入ください。

返還のために、どのような活動ができるのか自分でも考えなければいけないし政府
や関連機関からも、具体的にどのような活動すれば良いのかの提示もあるとうれし
いなと思いました。

北方領土返還！！

学校の授業で習った程度なので、あまり身近に考えたことがありませんでしたが、
島民の方々が理不尽に故郷を追われたことを思うと心が痛みます。返還に向けて相
手国と平和的な議論が進むことを望んでいます。

マスコミなどで、取り上げることが少なく、どんどん忘れ去られていくようで心配
です。

愛知県から転勤で１５年前に札幌に引っ越してきたのですが、意外にも北海道に住
んでいる人達の北方領土の関心が薄いことに驚きました。
テレビ局も日ハムや食レポの番組は良く観るのですが、北方領土に関する報道が少
ないと思いました。
職場の道民も北方領土なんてどうせ返って来ないからとあまりきにしてない人もい
てショックを受けました。
もっと国や北海道がこのことを取り上げて世界に日本の固有の領土と発信し続けて
行くのが大切なことでしょう。

住んでいた島にまた行けたり、住んだりできるように、出来ることに協力したいで
す。

早く北方領土を返して全国の人々が楽しめる世界を作ってください。

返還されることを願ってます。

これからも出来ることをやっていきたいです。

こんな時代だからこそもっと話し合うべきだと思います。もしくはロシア人も住ん
でるなら一緒に住めばと思います。

他界した祖父が国後島民でした。戻ってくることは難しいかもしれませんので、ほ
とんどがもう高齢なので、バーチャル体験などで島に行けたら懐かしく感じられる
かもしれません。

どうしたら北方領土が返還されるのか･･･。常日頃考えておりますが、現状話し合
いでは難しいことだと思います。戦争は望んでいませんが、そこまでしなければ返
還は厳しいのかな･･･と思うばかりです。
平和的解決に向かうよう、北方領土が返還されるよう、私たちもできることをして
いきたいです。



16 北海道外 中学生以下

17 北海道外 50～59歳

18 根室管内 60～69歳

19 北海道外 40～49歳

20 北海道外 中学生以下

私はこの夏に神奈川県で実施された北方領土返還要求運動に参加したものです。
大変貴重な経験をさせていただき、この問題の根深さや解決の重要性を痛感しまし
た。
特に、根室市の中学生と関東甲信越の中学生の交流場面においては、同じ日本国の
中学生でありながら本件に関して当事者意識の差があることが感じられ、危機感を
覚えました。
しかしながら、私自身も「北方領土問題の経緯をある程度知っている」程度であ
り、老若男女を問わず、この問題と日々向き合っている・向き合わざるを得ない根
室の皆様との違いを痛感しているところであります。
昨今の情報通信技術の発達により、各種メディア・SNS等を利用した啓発は有効で
あると感じますが、「知識が思考を誘い、行動を促す」ためには、やはり「体験・
経験」が不可欠であると考えます。
様々な課題があると思いますが、どうか今後も根室からの、また根室への国内全域
を対象にしたアクションを発信し続けていただきたいと思います。
私自身も、微力ながらその一端を担わせていただけたらと考えておりますので、今
後ともどうぞ宜しくお願い致します。

自分は北方領土元住民4世で、1世のひいおばあちゃんは歯舞群島の志発島に住んで
いました。僕は歴史がすごく好きで日本の歴史の本や、北方領土の本もよく読みま
す。今はひいおばあちゃんは亡くなってしまったけれども、僕自身も返還要求運動
にできるだけ協力して、元島民の方々もこれからも諦めずに、返還要求運動を頑
張ってほしいです。

カードラリーがデジタル化してしまったのが残念です･･･友人とエリカちゃんの
カードを集めながら旅行して沖合に北方領土を眺めたのがすごく思い出に残ったの
で、より啓発活動を魅力的で多くの人に参加してもらうためにリアルのカード配布
のイベントを復活させてほしいです。

千島桜が北方領土返還運動に関わりがあることは、今回ラリーに参加して初めて知
りました。
イメージキャラクターの宣伝も必要だとは思いますが、領土に関わる地道なシンボ
ルも活用していけば、より領土問題に興味がわくのではないですか。
（市で千島桜の植樹をする理由が領土問題に関係あるのかも、と考えさせられまし
た）

私たちは北方領土に住んでいた方のように、住んでいる場所を追い出されたりされ
たことはありませんが、何が起こったかなどを資料から学んだりすることができま
す。その学んだことを、私1人で止めるのじゃなくて、みんなに発信していきたい
です。


